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　大野市は福井県の東端にあり岐阜・石川

両県に境を接しています。春日野町内会は、

市役所から約１km 南の国道 158 号線沿いに

位置し、概要は平成 29 年７月３日現在で戸

建て 163 戸、集合住宅 17 世帯、人口 626 人、

高齢化率 23.9％となっています。

　平成 17 年に会長就任以来、活動理念を「互

近助力を高めよう」、スローガンを「飽きず

に」「忘れずに」「疲れずに」と定めて地域

活動を進めています。

　大野市では平成 16 年の福井豪雨を契機

に、自主防災組織設立が盛んに呼びかけら

れ、それに呼応し平成 18 年に防災部会 ( ８

名 ) を設置し、自主防災活動を開始しまし

た。活動は試行錯誤の連続でしたが、これ

までに参加者 130 人～ 150 人規模の防災訓

練の 13 回継続実施や、福井県総合防災訓練

参加等をとおし、地域住民の防災意識醸成・

いざと言う時の減災を目的に活動を継続し

ております。

　

①自主防災活動の発展的な推進

　防災活動は期間を５年毎に区切り、平成

18 年度～ 22 年度を第一ステップ。平成 23

年度～ 27 年度を第二ステップ。平成 28 年

度から第三ステップとして発展的な推進に

努めています。第一ステップ当時は市内に

先進事例が少なく、試行錯誤が続くなか役

員・会員の絶大な協力の下に進めた活動は、

行政当局からも高い評価を得た反面、時間

の経過と共に「防災活動は防災委員の仕事」

と言う雰囲気が漂うようになり一考を要す

る状況となってきました。そこで第二ステッ

プでは、既存の防災部会を発展的に解消し、

区長・副区長・班長 (８名 )・理事 (８名 )・

防災委員 ( ８名 ) と、新結成の自衛消防隊

(14 名 ) を併せ、計 40 名で「春日野自主防

災会」として再スタートしました。町内会

執行役員は輪番制で、１年目班長、２年目

理事、３年目防災委員に就任しますが、執

行役員イコール自主防役員とすることで、

在任中必ず自主防災活動を経験し、町内全

体の防災意識の希薄化を避けるとともに、

更なる意識醸成・向上を最大の目的に掲げ

ました。俗に「まちづくりは人づくり」と

言われますが、この再編により第二ステッ
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プの５年間で役員として防災活動に携わっ

た人は、自衛消防隊を含め延べ 205 名。更

に 29 年度には延べ 294 名に達し、町内会世

帯をはるかに越える人たちが、自主防災活

動に主体的に携わるに至ったことは、特筆

に値することと密かに自負しております。

②地域福祉と一体不可分の自主防災活動

　平成 25 年には、災害時避難行動要支援者・

独居高齢者・心身に障害のある方等の懸念

情報共有がどの程度出来ているか見極めた

いと考え、図上訓練を実施しました。事前

の資料提供無しにも関わらず、町内全体の

懸念情報がほぼ百パーセント近く共有され

ていることが判明（第一ステップの活動成

果でもありますが）、結果を受け翌 26 年度

には、区長・副区長２名・福祉委員３名・

民生委員・保健推進員合計８名で構成する

「保健福祉委員会」とリンクさせ ｢ セーフ

ティネットワークとねき沢 ｣ のネーミング

で地域福祉と密着した活動形態に転換しま

した。その第一歩として同年の「災害時避

難行動要支援者リスト」更新では、班単位

で対象者を公表し、対象者Ａさんに、隣の

Ｂさんと向かいのＣさんに支援者登録して

頂くと言う避難支援プラン本来の登録形式

を完結することができました（対象 16 名・

支援登録 32 名）。

③防災訓練の３年サイクルローテーション化

　役員在任中に町内の状況を実感すること

を目的に１年目図上訓練、２～３年目実地

訓練の３年サイクル防災訓練を計画し、そ

の初年度として平成 27 年に再び図上訓練を

実施。参加者全員で町内状況の変貌を実感

し、認識を新たにすることができました。

翌 28 年には福祉関係役員が前面に立ち、16

班編成で「災害時避難支援プラン対応訓練」

を実施。防災訓練とは別に、日頃の訪問頻

度向上の重要性を痛感させられる訓練とな

りました。更に町内の児童養護施設と締結

した「災害時相互共助協定」に基づき、真

冬の降雪期も含め３回の協働防災訓練も実

施できました。福祉施設と自主防の連携と

しては市内でも希有な事例として、大きく

注目されています。

　

　春日野自衛消防隊が 30 代～ 40 代の若い

世代に牽引されていることに象徴されるよ

うに、目的意識を持った若年層による、新

たな地域自主防災活動の芽が育ち始めてい

ることに、自信と誇りを持って、確実に次

世代に引き継いで参ります。
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